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報道関係各位 

株式会社クロス・マーケティング（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：五十嵐 幹）は、全国47都道府県に在住する
20歳～26歳の男女を対象に、「就職活動に関する調査」を実施しました。 

 就職活動時期の繰り下げに対しては、「歓迎している」が22.0％、「歓迎していない」が38.0％、「どちらとも言えない」が40.0％という
結果に。「どちらとも言えない」の割合が一番多いものの、全体的に就職活動時期の繰り下げに対して積極的に歓迎している様子
は見受けられない ＜図1＞ 

 就職活動に対して不安を感じるかどうかでは、不安に感じているのが85.5％、不安を感じていないのは14.5％と大多数が不安と捉
えている結果に。また、不安内容を見ると、「内定が取れないかもしれない」が57.9％でトップ、次いで「どのような準備・対策をすれ
ばいいのかわからない」が55.0％と続き、就職活動そのものへの不安が大きいと窺える。また、「本当に自分のしたいことが何かわ
からない」、「自分に自信が持てない」がそれぞれ43.9％と、自己分析に関する不安も挙げられた ＜図2＞ 

 社会人になっていくうえで目指したい働き方としては、「やりがいのある仕事をしたい」が78.5％を占め1位に。2位以降は、「自己を
成長させたい」（73.0％）、「自分の可能性を広げたい」（71.0％）といった回答が続き、性別で見ると男性よりも女性にその傾向が強
い ＜図3＞ 

■調査結果 （一部抜粋） 

■調査背景・目的 

 「大学生は学業を優先すべき」という政府からの要請に経団連が応える形で、2016年卒業予定者の就職活動の開始時期が学部3年
の3月から解禁となりました。これまでよりも3ヶ月繰り下げということになり、就職活動のスケジュール等が大きく変化していくことが予
想されます。 
 そこで今回の調査では、2016 年の3月に卒業を予定している日本の4年制大学に通う大学3年生を対象に、彼らが11月末の時点で
自身の就職活動に対してどのような意識・態度で取り組みをしているのか、その実態を把握することを目的に調査致しました。 
 尚、本調査は今後、定点で観測をし、その年度ごとで学生たちの意識や態度の変化を測っていくことを予定しており、今回が第一回
目となります。 
 

平成26年12月15日 
株式会社 クロス・マーケティング 

◆自主調査レポートの続きはこちらへ⇒http://www.cross-m.co.jp/report/fw20141215/  

就活不安派：85.5％ 
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＜図2-1＞ 就職活動に対して不安を感じるか 
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＜図2-2＞ 就職活動を不安に感じる内容 
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＜図1＞ 就職活動時期の繰り下げについて 
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【会社概要】 
  会社名   ：株式会社クロス・マーケティング  http://www.cross-m.co.jp/ 
  所在地   ：東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティタワー24F 
  設立    ：2003年4月1日 
  代表者   ：代表取締役社長兼CEO 五十嵐 幹 
  事業内容  ：マーケティングリサーチ事業 
 
◆本件に関する報道関係からのお問い合わせ先◆ 
広報担当：東海林(しょうじ) TEL ： 03-6859-2252  FAX ： 03-6859-2275 
E-mail ： pr-cm@cross-m.co.jp 
 
≪引用・転載時のクレジット表記のお願い≫ 
本リリースの引用・転載時には、必ず当社クレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 
＜例＞ 「マーケティング・リサーチ会社のクロス・マーケティングが実施した調査によると・・・」 

調査手法  ： インターネットリサーチ（クロス・マーケティング アンケートモニター使用） 

調査地域  ： 全国47都道府県 

調査対象  ： 20～26歳の男女 

 かつ、 2016年3月に卒業を予定している4年制大学の大学3年生 

調査期間  ： 2014年11月21日（金）～2014年11月24日（月） 

有効回答数 ： 本調査200サンプル 

□ 属性設問（性別・年齢・居住地・実家・職業） 
□ 所有デバイス(MA） 
□ 大学分類・文理(SA) 
□ 4年制大学(SA) 
□ 学年(SA) 
□ 卒業予定時期(SA) 
□ 卒業後の進路(MA) 
□ 一般企業へ就職を希望しない理由(FA) 
□ 就職活動の状況(MA) 
□ インターンシップ参加理由/不参加理由(MA) 
□ 購入書籍(NU) 
□ 就職活動で最も活用しているデバイス(SA) 
□ TOEIC/TOEFL受験状況(NU) 

□ TOEIC/TOEFLを受けた理由(MA) 
□ 志望業種(SAMT) 
□ 志望業種を志望する理由(FA) 
□ 志望する仕事内容(SA) 
□ 志望する仕事内容の理由(FA） 
□ 志望する企業規模(SA) 
□ 大学での専攻内容の有効性(SA) 
□ 就職活動を意識し始めた時期(SA) 
□ 就職活動に対する不安(SA) 
□ 就職活動に対する不安内容(MA) 
□ 就職活動時期繰り下げに対する歓迎度(SA) 
□ 就職活動に対する考え方(SAMT) 
□ 目指したい働き方(SAMT) 

＜図3＞ 目指したい働き方 

■調査概要 

■調査内容 
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